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• 温暖化現象対策 → IGS geosynthetics 活用による貢献
• Microplastics → plastics であるgeosyntheticsは、

その有用性で考えているが、厳しいマイクロ
プラスティックス問題へのアクションが求め
られてきている

目次Sustainabilty to the Planet

• IPCC 温暖化現象 人為
• 建設業界におけるGHG(温室効果ガス)排出 in 日本 海外
• IGS本部の動き CO2 calculator  : ８工法における比較

geosyntheticsの有用性
材料そのもののLCA排出量低い
＆ 土の必要量減によるLCA排出量低い

Sustainabilty to the Planet 温暖化現象対策
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温暖化現象

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
第6次評価報告書WG1報告書,2021

出典：第178回名古屋大学防災アカデ
ミー（2022年7月）

「治水ルネッサンス」小池俊雄先生の
発表スライド

人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない。大気、海洋、
雪氷圏及び生態圏において、広範囲かつ急速な変化が現れている。

建設業界におけるCO2発生

パリ協定（2015年COP２１）工業化前からの気温上昇を1.5度以内にする
IPCC（2022年4月） その為には、GHG（温室効果ガス）排出量を2025年までに減少に転
ずる必要がある

出典：国土技術政策総合研究所、社会資本のライフサイクルを通した二酸化炭素排出量の算出の手引(案)
2019年3月
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• 2023 9 ICG RomeにてCO2計算機の紹介
One Click LCA とIGSとの共同キャンペーン
8工法の他工法との比較
ex: 斜面擁壁の比較 重力式vs 他ジオテキ・コンクリート擁壁
利用するための手順
IGS sustainability のページのregisterからOneclickLCAのアカウ
ントを作り、 [request template access]をクリックし、
registerで使用したメールアドレスと同じものを入力したあとIGS
のMemberIDを入力して テンプレートのアクセス権限を取得します。
→それをすることにより8工法の比較資料見れる→興味を持てば
→One Click LCAと契約することによりそれらのテンプレートを

用いて 材料EPDなどの入力が使う側の目的で可能となり、
他工法との比較・及びそのoutputが可能となる。

CO2計算機と工法比較output

EPDとは？
• 環境製品宣言(EPD) は、国際標準化機構(ISO) 14025によって

「同じ機能を果たす製品間の比較を可能にするために、製品の
ライフサイクルに関する環境情報を定量化する」→EPD 方法論
は、ISO シリーズ 14040 に準拠したライフ サイクル アセスメ
ントに基づきます。ライフサイクル インベントリ(LCI) の検証。

• ヨーロッパでは、欧州標準化委員会が、建設分野における EPD 
開発のための共通の製品カテゴリー規則(PCR)であるEN 15804
を発行。

• 建設分野における EPD 検証の主要なプログラム運営者は、協
会ECO プラットフォームを設立。ECO プラットフォーム検証
済みロゴを含む EPD の発行を承認されたプログラム運営者が
ヨーロッパ主要国にある。

材料CO２発生原単位：EPD
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LCA = LCI

システム境界
原材料の採取→運搬→製品製造→運搬→使用→リサイクル・廃棄

Life Cycle Inventry-analysis 

材料CO２発生原単位：EPD

7

8



2024/2/18

5

材料CO２発生原単位：EPD

・材料及び軽油の原単位： IDEA Ver 3.2
(Inventory Database for Environmental Analysis)

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 安全科学研究部門：社会とLCA研究グルー
プ
一般社団法人 産業環境管理協会の共同開発

・一般社団法人日本LCA推進機構
および一般社団法人サステナブル経営推進機構 IDEA取扱い

EPD 日本のスキーム
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（１）構造：盛土直下の基盤にジオシンセティックスを挟み込んだ砕石層を構築し、
液状化による盛土変形を抑制

（２）効果：①盛土の形状保持（沈下量・側方変位量抑制）＆修復を容易とする

②地盤改良工法より大幅なコスト縮減

（３）設計：①弾性支承上の梁ﾓﾃﾞﾙからジオシンセティックス材強度を設計、

②ALID（FEM）から沈下量抑制効果を確認
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斜面擁壁CO2排出量各工法比較

他工法との比較

盛土高:6.76m 延⻑：117ｍ
盛土幅:37.5m
液状化層厚：17m

TOFT工法 SCP工法 SECURE-G工法

斜面擁壁材料別CO2排出量
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GHG発生量比較

二酸化炭素排出量原単位数量材料工法 kgCO2e
高炉B種XXXX固化材TOFT工法

砂XXXX砂SCP工法

砕石XXXX砕石
SECURE-G

工法
ポリエステルXXXXポリエステル
ポリエチレンXXXXポリエチレン

※数量と排出量はIDEA Ver3.2との契約の関係で記載できない。

斜面擁壁材料の各工法のCO2排出量

合計GHG排出量比較

SECURE-G工法SCP工法TOFT工法項目
92.9 tCO2e187.0 tCO2e0.0 tCO2e砕石・砂

材料 0.0 tCO2e0.0 tCO2e334.6 tCO2e固化材
15.8 tCO2e0.0 tCO2e0.0 tCO2eジオテキ

108.7 tCO2e187.0 tCO2e334.6 tCO2e小計
12.1 tCO2e240.1 tCO2e219.7 tCO2e施工

120.9 tCO2e/100m427.2 tCO2e/100m554.2 tCO2e/100m100m当たり
141.5tCO2e499.8tCO2e648.4tCO2e事例合計(117m)

1.03.54.6比率

1haあたりの温帯林が1年間に吸収するCO2量は0.7〜7.5トン
例えば、400tのGHG削減は570ha〜53haの温帯林の吸収 CO2 量に匹敵
（FAO, Climate change and forests. 
https://www.fao.org/3/y0900e/y0900e06.htm ）

斜面擁壁Life CycleごとのCO2排出量
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日本工営の環境影響評価提案2014

日本工営の環境影響評価提案2014
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• Microplastics 問題の国連・欧での捉えられ方
・国連 2024.5.29-2024.6.2 ？予定

2023.9.04  draft(草案）材料の特定は未だされてないが
2022.11.28  UNEA→ INC    2024.末までに国際条約締結

MicroPlastics問題

• INC 政府間交渉委員会の設置
2022.5 UNEA（国連環境総会）の決議により

・プラ汚染を減らすために国別行動計画の策定
・各国に課す義務的事項
・多国間基金創設を含めた資金メカニズム
・どの国がどの程度プラスチックを排出しているか

科学的知見の集積
・新興国、開発途上国は、プラの生産抑制を強く呼びかけている
・包装材料におけるプラスチックの規制動向 2022.11現在
（ex:使い捨てEPSカップ麺容器：EU UK US フィリピンインド等）

2022.11.28  UNEA→ INC    2024.末までに国際条約締結
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・by 欧州議会と閣僚会議
有機で不容性の劣化しにくい5㎜未満の全ての剛性ポリマー
ex: スポーツ人口芝に使用される粒状の充填材

化粧品
洗剤 柔軟剤 光沢剤 肥料 植物保護製品 おもちゃ
医薬品 医療機器
産業現場→使用中にマイクロプラスティクスを放出しない

こと＆マイクロプラスチックの排出を防ぐため、
製造業者は製品の使用方法と廃棄方法について
指示を提供する必要が有る

2023．9.23欧州マイクロプラスティック規制案

・欧州議会
paints 
tyre
textile 
geosynthetics

・UK オランダ政府 geosyntheticsに関しても
マイクロプラスティックに関与している見方

・USカリフォルニア 豪州では
sludge(川底汚泥）からマイクロプラスティクス調査している

最近の欧州状況 マイクロプラスティックス
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